






要約:  学習障害はわが国のみならずこの問題に早くから関心をよせた米国においても、

その概念に混乱がみられる。  それを如実に示しているのが各州による頻度の違いである。

学習障害の考え方には、  外国の研究者の考え方も考慮にいれる必要がある。  ここでは、

この研究班に関連して開催したシンポジウムに来日した外国の研究者の報告をまとめてお

く。


